
蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに

助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。

その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い



－２－

ま～ゆ恒例「生ビールまつり」は、心配していたお天気も何

とかもってお久しぶりの方、新しい方、お友達等大勢の方々の

参加で、賑やかに交流を深め合いました。

生ビールは、いっしゅうさん、きのちゃんのベテラン売り手が

大活躍で２樽？が見事完売。

また、もちよりのご馳走が、食べる暇もないほど次々と回っ

てきて、たちまちお皿が満杯。おなかも満杯。

ホーおじさんが、ほたるコンサート用に作ってくれた歌集も活躍しました。おなかがいっぱいの後

は、うたごえ酒場？に変身。懐かしい歌、歌、歌の合唱も心地よく、時間の経つのも忘れ幸せな一夜

となりました。

事前に、豚汁を作ったり、会報の綴じ込みをしたり、照明セットを調達したり、急きょ看板を作っ

たりしてくださった皆さん、ありがとうございました。そしてお疲れ様でした。

また、事後にトイレ掃除をしに行ってくださったヒデさん、まるちゃんありがとうございました。

みなさんの力

が集まってこそ

できたと、ま～

ゆ人のパワーを

実感し、気持ち

の良い人たちの

集まっている会

なんだな～と改

めてしみじみ感

じました。

安井啓子

久しぶりにま～ゆ恒例の「生ビールまつり」に友人２人を伴っ

て参加させていただきました。

天候の方も参加者の日頃の行いのたまもののせいか、全く心配

もなくいつもの如く飲んだり、歌ったり、余興ありでたいへん

楽しい時間となりました。

おかげさまで、生ビールも２樽完売となりました。

友人も暖かい人々と交流でき、非常に楽しかったし、知り合いにも出会え

たとのことで｢有意義なひとときを過ごすことができた｣とたいへんよろこん

でおりましたので、入会のお勧めもいたしました。

本来の目的はもちろんのこと、２カ月に１回の会報発行をはじめ、さまざ

まのイベントを企画実行し、仲間意識の高揚をはかっているユニークな会は

他に類をみないと自負しており、多くの仲間に囲まれ益々盛会になればと心

より念じております。 いっしゅうこと城下一秀

暗闇で聞く 怖ーい話

すっかり 涼しくなりました



－３－

みさおさんの“飛び入り寺子屋”

｢私を3年 後家にさせてくれ｣ ウンチクのあるお話しでした

ほたるコンサートはお流れになりましたが

黒田ファミリーが作った歌集が活きました



－４－

楽しむ人生 №209 王 丹（大連からの留学生）
この前の味噌づくりは、本当に参加したかったのですが、都合が悪か

ったので、とても残念だと思っています。

今回は試験が終わったばかりで、いいチャンスでした。普段はジャガ
イモをよく食べます。でも、自分の手でジャガイモ掘りなんか、今まで
やったことがありません。その日、私は初めて畑で労働したので、貴重
な経験だと思っています。

その日、私はわざわざ畑に似合った服を着ました。特に帽子を
かぶりました。でも、手袋を忘れました。そして、黄色い土が両
手に付きました。光が照らして、ぴかぴかになって、面白かった
です。男の人が前に耕耘機を利用して、ジャガイモを地表に現さ
せました。女の人がジャガイモの大きさを分けて、箱に入れまし
た。仕事が終わってから、木陰でそれぞれが持ち寄った食べ物を
みんなで分けて食べて、話したりしました。すべておいしかった
です。特にしそジュース。はじめて飲みました。味が中国のサン
ザシみたいな感じで、とてもおいしかったです。

次の日、みんなと野外で手料理を作りました。日本に来てから、
一人で生活をしていて、ずっと中華料理を食べていました。その
日は初めて本場の味の日本料理を食べました。ジャガイモを材料
として、煮るとか、サラダとか、いろいろな料理を作りました。
中華料理と違って、味が薄かったです。上田市の特有な料理も食
べました。みんなと一緒で歌ったり、食べたり、とても面白かっ
た一日を過ごしました。さらに、プレゼントをもらいました。す
ごくうれしかったです。

日本に来てから、毎日忙しくて、時間が足りない
です。だから、何も出来上がらなかったです。勉強
も、アルバイトも、生活はめちゃくちゃだと思いま
す。日本の進んだ経済の技術を学ぶために、日本に
来ました。大学院に入りたいです。でも、この半年
の状態はあまりよくないと思います。後悔はしてい
なくても、時々もし日本に来ていなかったら、今は
どうなっていたかと考えます。常にもういやだとい
う感じがありました。ちょっとがっかりしました。

でも、みんなの生き生きとした
姿を見て、とても感動しました。
うらやましいことに、みんな年寄
りだったのに、生活に熱中してい
ます。毎日生活を楽しんでいます。
私は未だ若いです。人生はまだま
だ長いです。そのままで生きてい
れば、ただ一つの人生が無意味に
なります。人生を存分に楽しむべ
きです。この活動に参加した後、
人生に希望の兆しが感じられます。
今も毎日忙しくて、大変ですが、
すごく楽しいです。



来年に生かせるのか、この反省？
「枝豆やトウモロコシを育てている畑（竹内の実

家の裏）には時折行って、草むしりをしてはいたの

ですが、秋和の菜園には６月中頃からひと月くらい

ご無沙汰してしまっていました。これは、今年の梅

雨は雨が多かったために水やりの心配をしなくて

済んだからでもあります。

そして、「草だらけになってるよー」という周囲か

らの心配の声が次第に高まり、無視していられなく

なった７月中旬、ひと月ぶりに行ってみました。予

想以上の事態に呆然…。サツマ芋と落花生を育て

ているはずの畑は、アカザ＆ミニトマト＆青ジソ、

そして抜くのが大変なあの草（相撲取り？）に覆わ

れていました。

ヒデさんと二人で、へ

とへとになって、

草を抜きました。

いくら地中に

なる作物

とはいえ、これはヤバイ、です。反省・…。」

№136 にゃんこ先生(竹内紀子)

ま～ゆ畑に初参加
今年の春、１区画が７坪という、最小

単位の、ま～ゆ畑を借りることにしまし

た。もう、何十年も土に接することのな

い、私にとっては新鮮な思いでした。

ある決まった一日、ま～ゆ畑参加者全員で、畑の土作りをす

ることになっていたのですが、どうにもならない用件で、そこ

に参加出来ませんでした。全員で行う、大切な共同作業に

参加出来なかった心苦しさは今も消えません。

皆さんごめんなさい。

５月の連休の頃に、二種類のじゃがいもを植え付け、時期

を違え二種類の、さつまいもを植えました。

じゃがいもは、８月、すでに収穫をしましたが、すごくいい出

来映えで、大きいのが、いっぱい。何よりも、飛抜けたおいし

さが自慢です。 これを、長く食べられるという意味は大き

い・・・ヨッ。

この後の，さつまいもの収穫はいつ頃になるのでしょう

か。あの茎を食べるのもいいと教えてくれた人がいます。

実際に、動いてみると、楽しい発見が多く有るものですね。

ま～ゆ先輩の皆さん、野菜作り素人への、アドバイスやご協

力ありがとうございました。 №194まめちゃん（荒井信雄）

8月のある日の我が家の夕食です。ジャガイモ・キササゲ・

ニンジン・ちくわの煮

物・トマトのマヨネーズ

かけ・ゆでオクラ・タマ

ネギ・キササゲの味噌

汁・開きサンマの焼き

物,野菜は全て秋和菜

園産です。赤,緑,彩りもとってもきれいです。

3 年目にして夏の野菜は一時ですが自家製で間に合うようになり

ました。畑ではトウモロコシ・ネギ・落花生・ゴーヤ・ニンジン・ゴボ

ウ・サツマイモなどが育っています。

キュウリは植えたばかりの頃、葉の裏が白くなる うどん粉病にな

りました。「どうしよう？」と困っていたら「灰を葉のうらに塗ってごら

ん」と教えてくれた人がいました。試してみると病気はとまって、次

に出る葉は緑の葉でした。灰にこんな効用があるとは…。我が家の

灰が役に立ってとてもうれしかったです。皆さんもお試しください。

トマトやキュウリが思いがけずつるを伸ばしているときがありま

す、紐を忘れてしまう私は、縛り付けた棚から紐を解いて使う羽目

になります。がさがさゆすって確かめながらほどきました。いつも紐

は持っていかなければいけないと心に誓いました。

こんなやり方ですが,自分の思いのままにできる菜園は,とっても

楽しい場所です。さすが 3 年、「野菜もいい物ができるようになっ

た」と自画自賛の私です。 №55 ミーすけ(前田美枝子)

かぼちゃは来年あ･げ･る！
ま～ゆ菜園に仲間に入れていただいて

3年目になりました。昨年教えて頂いたこと

を思い出しながら、日々成長する野菜を収

穫して調理したり、漬物にしたり、友人にも

分けてあげて喜ばれています。

初めてカボチャの種を蒔いたら、凄い勢

いで隣の三井さんの土手へどんどん侵入

してしまいました。

カボチャが実ったらお分けしますと言って

おきながら、2個生りましたが、ひび割れた

り、腐ったりで成果なし

三井さんごめんネ！

猛暑続きで、トマトだけが真っ赤で大き

いのが採れています。

色々と教えてくださったま～ゆの方々、

ありがとうございました。今後ともよろしくお

願い致します。 №25公ちゃん(西澤公子)

－５－

３ 年目ともなれば･･･かしこくなったり、

ずぶとくなったり･･･いろいろです。



たくさんのジャガイモ
今年はジャ

ガ芋と葱にし

ぼっての秋和

菜園です。

北あかり、男

爵を1キロづ

つ植えました。

これがなんと30キロ、27キロの収穫となりうれしさ倍増でした。

寄る年波と この猛暑で、水やりもままならない我が家の思惑は

大成功。お芋の美味しいこと、ホクホクな芋はまことに使いがっ

てがいい。

●芋レシピをひとつ

コロッケの要領で下ごしらえ。小さめの小判型にして“イガチ

ク（小麦粉）”に米粉か片栗粉を半々ぐらい混ぜたものを軽く

まぶし溶き卵にくぐらせる。（ピカタ）

少量の油を引いて両面色づくまで焼く。 カリッとした食感と

油で揚げないのでヘルシー。

塩,胡椒でしっかり味付けするとそのままで美味しい。

輪切りにした芋、たまねぎ、ベーコンの重ね焼きもなかなか

に乙なもの。

お試しあれ №81ハコ（木下ハル子）

ま～ゆ畑 ありがとう
共同作業の土づくり

農作業の事は何も知らない私にとって､ま～

ゆの皆さんと共に汗を流した土作りは大助かり､

お陰様で美味しい野菜が出来ました。畑で出会

った方々にもアドバイスして頂き助かりました。

ジャガイモ

種芋が凍みないように日に当てたり､戻したり

と過保護に扱いすぎて､半分腐ってしまいまし

た。家族からは｢高いジャガイモだ｣との声もちら

ほら。 5月、周りの畑のジャガイモは元気に

発芽しているのに､家のはどうした？このままで

ないんだろうか？終いにはそうっと土を掘って

お迎えする始末。 5月11日発芽、その後どん

どん大きくなり､ねっとりとしたおいしい収穫にな

りました。頑張ってくれて有難う。

こだわりのにんじん

発芽までの水くれ作業に精を出したおかげで

懐かしい味がする大小の人参となりました。何気

に植えたレタス苗も元気に育ってくれました。(食

べるの もったいないー)

感 謝

野菜作り初心者の私にま～ゆの畑はいろい

ろなことを教えてくれました。手を休め､腰を伸ば

して朝日を拝み､沈む太陽を背に物言わぬ野菜

たちと時間のたつのも忘れて過ごす幸せ。手を

かければ応えてくれる野菜たち 自然に任せ､待

つことを教えてもらったま～ゆ畑 ありがとう。

№202おまかせ（倉島やよい）

秋和菜園2007春夏編
先ず私からのお詫びです・・・昨年からの勘違いで土地の区分を一定にするということを、一年中通して使ってよい

と思い、冬越し作物を畑の真ん中に残していたため、当日皆様に大変ご迷惑おかけしてしまいました。「春に土地

を自分で耕すつもりだったかい？」と問われれば、それは全然考えていなかったこと…本当にすみませんでした。

今年も秋から冬の野菜に取り組みたいと思いますが、「かじやさん」のアドバイスに従い畦道そ

ばでやりたいのでよろしくお願いします。

今年のわが菜園のヒットは「伝助スイカ」と昨年のこぼれ種（実？）から出た「白瓜」でした。孫も喜ん

でくれましたし、お友達にも上げましたし、奈良漬もできました。

それと工夫したのは、取った草を畝と畝の間の置き、乾燥させたり、腐らせたことで

す。復活した草もありましたが、雨の後に歩くのによかったです。それと畑の栄養にも

なったかな？

それからまだ見ぬ「ごぼう」と「サツマイモ」が楽しみです。でも「にんじん」は長くなるのを植えて失敗です。掘る

のが大変です。でも生で食べたら美味しかったですよ。「京～」というにんじんでしたが・・

逆さ霧を眺めながらのんびり畑にいること、それが一番の収穫でした。これからは寒くなります。風邪などひかな

い程度にのんびりいきたいです。 №75 Fuji (藤倉佑子)

－6－



マイペースでやってます
ま～ゆ畑の私の畑は入り口の一番近

い場所。水くれにはいい場所ですが作っ

ている物は、ネギ、ジャガイモ、落花生、

赤シソ、カボチャなど水くれや収穫が忙し

い作物ではありません。

家から畑は少し遠いので放っておいても

いいような物を作っています。

お盆に帰省した娘にかぼちゃでも持た

せようと、久しぶりに畑に行ってみたらび

っくり！りっぱな雑草畑になっていまし

た。一本ずつしか育たなかったカボチャ

に枝豆、遅くに植えた辛ピーマンはすっ

かり雑草に埋まっていました。

次の日から一週間、ほぼ雑草取りが終

わったところで雨が降り、やれやれ。畑の

周りの畔などかじやさんや前田さんに刈

っていただきありがとうございました。

野菜の収穫は少量ですが、夏の早朝

の気持ち良さは大きな収穫です。

こぼれ種で育っているトマトが今どんどん

赤くなっているので収穫しながら畑に手

入れに通いましょう。

春蒔きのジャガイモがあまり採れなかっ

たのでまた蒔こうか、野沢菜、

大根はどこに蒔こうか(実家の

畑も少し借りて

いるので）思案し

ています。

№155

黒柳由紀子

秋和菜園も三年目になりました
なかなか百姓（百の事を知っている）にはなれませんが、

今年もいくつか知る事ができました。

その１ 昨年 山宮さんに教えていただいた「連作障害を防ぐ作

付け」を行う為に、丸山さんに習って四区画に分け、輪作

にする形を作りました。この方法は、作業もとてもやり易

く、次の計画まで立てられるのでとても良かったと思いま

す。

その２ 信毎に連載されていた「コンパニオンプランツ」です。

一緒に植えると相性の良い植物、虫を

避ける植物等、効果は良くわからない

のですが、（モンシロチョウ用に植えて

おいたキャベツに全く虫が付かず、あ

わてて人間用に切り替えた）色々な野

菜を混植した事が良かったのでしょう

か？土が良かったのでしょうか・・・。

来年も、賑やかに楽しく迷惑もかけながらお世話になります。

よろしくお願いいたします。 №29 三井幸子

土はお草様から作られる

昨日（8月31日）菜園の真ん中に今年３個めの穴（公ちゃんやミー

すけさんはごんべえの墓穴だと喜んでいました）を掘って来ました。

雨の後のタイミングを狙っての所為もあるのでしょうが、心なしか年々

土が柔らかくなっているように感じます。春先の堆肥すき込みと石灰

代わりの牡蠣ガラが効いてきているならば、ちょっと嬉しいですね。

このような土の中には微生物や昆虫がたくさんいて、草を土に帰してくれるそうです。大いに雑草を育てまし

ょう。（言い訳ではありませんぞ）そして穴の中へぶち込みましょう。２,３年後にごんべえ畑では素晴らしい有機

野菜が採れることでしょう・・・。

お願い、 秋和菜園全部の雑草をそのまま投げ込むと、とても容量が足りません。暫く干して枯れてからぶち

こんで頂くとありがたいです。穴掘りは後一回位にしたいものです。

№２ ごんべえ(中島邦夫)

今年も楽しませてもらっています
秋和菜園も早いもので３年目になりました。このごろはきゅうり

の出来も悪くなりましたが、この夏もほとんど野菜を買わずに自

給自足で過ごす事が出来ました。

黒柳さんに紫蘇の種を頂き、今年は甘

さ控えめのシソジュースを何回も作り、

家族に喜ばれました。かじやさんはじめ

仲間の人たちに助けていただき、今年

も楽しんでおります。なかなか摘芯が出

来ていないと、かじやさんが見回って切

ってもらいもしました。

また今年はごんべえさんが土作りのためにと、大きな穴を掘

ってくださり、草・生ごみ等入れさせていただき、とても助かりま

した。感謝しております。これから大根等を蒔き始めますが｢冬

越えの野菜作りもしてみたいなあ｣と思っているマルです。

№１４１ マルちゃん(丸山久美子)

－７－



猛暑で沸騰気味の脳みそで妄想、迷走菜園顛末記

楽農小学生になって今年で３年目。（決して３年生に進級したわけで

はない・・）昨年から家の前の畑の一隅も借り、２箇所で野菜作りをするこ

とになった。

きゅうりや茄子、ミニトマト、シシ唐、ピーマン、インゲン、オクラ、小松

菜、チンゲンサイなど頻繁に収穫するものは家の前の畑。かぼちゃ、

地豆、サツマイモなどを秋和菜園で育てることにした。しかし、秋和菜園

は土地の栄養がすこぶるいいようで、かぼちゃやサツマイモの蔓が元気

に伸びて伸びて、ご近所さんの畑にまで侵入しご迷惑のかけっぱなし。

みなさんごめんなさい。自然に生えてきたミニトマトや青紫蘇も猛暑にも

負けずに すくすくと育って、これまた抜いても抜いても、次に行くとまた

育っている。自然の力は何とすごいものかと感心したり、ため息をついた

り。

暑い中での草取りは時にめまいがするほど。（それほど行ったわけで

はないが・・・）ある時、ラジオを聴いていたら、リスナーのお便りに、「草

取りさえなかったら農業は楽しい・・・」というものがあった。う～ん、そうな

のよね～と実感。しかし、よく考えたら、（よく考えなくても） 草が生えない

ということは、作物だって育たないということでしょ。それ程土地が痩せて

いる訳なんだから。まさか「除草剤耐性遺伝子組み換えの種」でバンバ

ン除草剤を使って、自然界に再生不可能なダメージを与えるなんて真っ

平ごめん。自然には自然の摂理というものがある。人はその力をお借りし

て生き延びているということを忘れちゃおしまいだ・・・なんて沸騰脳みそ

で妄想。 なのに、性分が欲張りだったのか、家にあった何の種だかよく

判らないものを空いている所に蒔いてみたら、とうもろこし

らしい芽が出てきた。しかし、できた「とうもろこし」は、実

が黒いものだった。試しに茹でて食べてみたら、これが

硬くてあんまり美味しいものでもない。

世話人会で話したらそれは飼料用ということ。

何でこんな種が我が家にあったの？やみ雲に種

など蒔くものではないと、学習？した。欲張らな

い、頑張らない、諦めないをモットーにしないと

へこたれそうになる暑い暑い夏でした。

№１ ケイちゃん(安井啓子)

モグラのいたずら
私の畑にはモグラがあちこちにい

るようです。土が浮き上がっていた

り、きちんと蒔いたはずの種が芽が

出てみると千鳥足よろしくあっちこっ

ち向いて遊んでいます。時にはジャ

ガイモが転がり出ています。モグラは

どうすれば居なくなるでしょうか。

雨が適当にあった今年はどこの畑も青々として、花が咲き実がついて

いて畑づくりも上手になりました。たまにそうでないとこも…気がかりなのは

雑草です。少し畑ゆきをさぼると大きくなって本命の作物はどこへいっ

た？ってこともあり早めはやめの手入れがかんじん。何はともあれまーゆ

畑での雑談はなによりのごちそうです。 №119 タマちゃん(田玉胡江)
素人だから面白い
自宅の草むしりもしない私です

が、今年は初めて一輪車やバケツ

での堆肥運びにも、参加しました。

その時は楽しんでやっていました

が、何日も過ぎてから筋肉の痛み

があり、年齢を感じさせられました。

植えたのは、手をかけなくてもす

むジャガイモと葱。と言っても植え

たのはほとんど主人だったのです

が、今年はジャガイモが芽の出な

いものがあり、そこへトマトやナスを

植えたりと、素人考えの畑でした。

笑われていたかもしれません。

しかし収穫の方はかなりありまし

た。息子の所へ送ったりもできまし

た。

家からは少し離れているのであ

まり行かれなかった事もあり、トマト

が熟れ過ぎたり、お化けナスが採

れたりでしたが、新鮮で美味しく食

卓を賑わしてくれました。

雑草がはびこって周りにご迷惑

をかけたり、お仲間の方の手をお

借りしたりもしました。

この後には、大根でも播いてみよう

かと話しています。

№６８ 大野 満里子

－８－

ちょうど一人 入れる大きさです
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恥ずかしながら自己紹介をさせていただきます。
№201クリちゃんこと栗林光江

揚子江のように美しい…おてんば娘
私は第2次世界大戦の真最中､昭和18年に軽井

沢町の昔でいう沓掛(中軽井沢)に生まれました。

その頃父は中国の揚子江の近辺におり､この大河

は雨上がりになると水面の光がきらきらと輝い

てとても美しいので､この光景のように美しくき

れいな女の子になるようにと､光の江＝光江と

名前をつけてくれたのでした。

ところが､光江は美しくなるどころか大変おて

んばな女の子で､小学生の頃は近所のガキ大将､

中学では陸上部で暗くなるまでグラウンドを走

り回って､｢勉強をしているところなど見たこと

もない｣といわれていました。

その上､店に置いてある商売用のオートバイを

大人の目を盗んでは乗り回し､おまわりさんに

注意を受けていました。高校生(女子高)になると

オートバイも腕を上げ､大型を平気で乗るように

なり､単独の暴走族気取りでいましたが､スピー

ド違反など保護者つきで家庭裁判所へ3回ほどお

邪魔したこともありました。

その頃写真にも興味を持ち､自分の家に暗室を

作ってもらって､現像･焼き増しなど夢中で夜も

寝ないでやっていました。授業中は友達の背中に

隠れて居眠りをして元気を取り戻し､放課後は

ソフト部でピッチャ

ーを務めるなど､ 今

では想像もつかない

ような(自慢では

ないけれど)ビッ

クリするようなエ

ピソードは数多く

あります。

なぜか父の命令に従う…しかも２度
将来の夢は､世界を股にかけて飛び歩く女性

カメラマンでしたが､(｢軽井沢には栄養士が足り

ない｣という相談を受けた)父から、半ば強制的に

進路を家政科に変更させられてしまいました。

2年後には軽井沢教育委員会の栄養士として任

務につきましたが､自分がここにいることにしき

りに首をひねる毎日でした。でも､それはそれで

若いときの私らしく､結構 破天荒な日々を楽し

く過ごしてきました。

お陰でスケートの世界選手権､東京

オリンピックなど世界的なイベントに身

をもって体験参加させていただき､よき

思い出作りが出来ました。

一方､その頃ではまだ世にも珍しい

フォルックスワーゲン(愛称カブトムシ)

を買ってもらって､まちの中をブーブー

乗り回す生意気な女性で、｢きっとお嫁に

なんかもらい手がない｣というウワサが

(後で知りましたが､)町中に広まってい

たということでした。

そんなことも知らず もらってくれる

男性がいて､｢お前は坂城の栗林に行け｣

とまたまた父の命令に従い､早々と結婚

して現在の私がいることに相成ったので

あります。

難関突破(?) 晴れてま～ゆ会員に！
ある日、近所に住んでいる きよちゃん

とお茶飲みをしていたところ､ひょんな

ことから長野大学の安井先生のお話が

出て、｢えェ～そういうことなら実はこん

な会があるのよォ｣と“ま～ゆ„を紹介し

てくれました。 ｢どんな会なのか？｣と

『地域通貨をこえるま～ゆ』という冊子を

読ませていただいたところ､会員の皆さ

んの一人一人の心意気に感動し､スゴイ

モノを持っている仲間たちの集まりであ

ることに驚き､早速わたしも入会したく

申し込みをしました。

面接がある(らしい)とのこと、きよち

ゃんに付き添ってもらって前田さんのお

宅にお伺いし､安井代表にお目にかかり､

恐る恐る(?)お話をさせていただいたと

ころ､関門を無事通過することが出来､

めでたく会員№201クリちゃんの誕生と

なりました。ま～ゆの皆さん末永くお付

き合いの程 よろしくお願い申し上げま

す。

世の中も変わりますが人間も変わるも

ので､今はおとなしく、おくゆかしいクリ

ちゃんです。



－10－

～らしくなくて・～らしい

バクチャンこと №45 永井克己さん
記録破りの残暑の正午過ぎ、バクチャンにインタビューに行きました。

お会いして、まず、筆者のま～ゆネーム「お甲」と「おこうと名乗った

時の様子」まで覚えていて下さりうれしかったです。

はお聞きするまで分から

なかった。｢教師らしくな

いですねえ」と伝えると「うれしい」との事、常々教員

っぽくなりたくないと考えているそうです。

教員同士の会もさることながら、同業以外の方との

和・輪も大切にしているそうです。そのきっかけは、

初めて赴任した職場で公使のおばさんから「先生じ

ゃないお友達をたくさん作ると良いよ。」と親身に言

われたことがずうっと心に残っていて、年を重ねる度

にその言葉の意味が重みを増してきているのだそう

です。幅広く多様な考え方や生き方がしていきたい

ので、本人曰く｢本来かなり人見知りをするシャイな

性格(?)｣なのに、「私も混ぜて!」とお願いするように

縁の無い世界(ま～ゆの輪や中国語を学ぶ人との

輪)へも積極的に入っていき、｢こうして培ったものを、

同業者の輪と同じように大切に考えている｣と熱く語

っておられました。

クラブでも職業名は明かさず

に活動していた(決して隠して

はいないし、教職も職業の一種類で隠すこともない

けれど…自身も恩師の前では学生・生徒に戻ってし

まうことや娘さんの担任の先生の前では保護者とし

て対してしまうことがあるし…中には職業を聞いただ

けで、人物としてより職業名で認知されてしまったり

することもあるので、「問われなければ言わない」の

だそうです)。親しくなってからだと職業が分かっても

「あら、らしくないわね。」と言われながら、ワイワイと

楽しくお付き合いしてもらっているとか。

一見、先生らしくないバクチャンですが、教育関係

の話になると、やはり教育に対する強い思いと、この

道 一筋に生きてこられた信念が表面に出て、とって

も先生らしいと感じました。

を伺ったときに「男性

かと思った」と伝える

と、「よく間違われます。いや、さんざん間違われて

きました。」との事。名前だけでも男性的な性格だと

勘違いされやすい上に、「職業の中でも専門が理科

数学方面だったり、高学年の担任が多かったりした

ので、女らしくないとの誤解は益々深まっているの

ではないか」と言っていました。

本人が感じているほどの誤解ではなく「正解な面も

あるのではないかし

ら」とリポーターは感

じましたが…ご本人

は不本意でしょうか

…。

このお名前は、戦争

から復員されたお父

様が、男の子が欲し

かったのと、いろいろな面で大変な時代に頑張ろう

と自分自身の思いを込めて「己を克するをもって

仁と成す=克己心」から名付けてくれたとかで、バク

チャンは誇りを持って気に入っているそうです。でも、

自分に克たなくてはだめだ、己の弱い心を律してい

きなさいと、両親にさんざん言われても…｢克己心ね

え…名前負けですね｣…とご本人は言っていました

が。

陶芸に限らず手芸や編み物など細々した手ずくな

が好きだったり、生け花教授の資格を持っていたり、

意外に女らしい趣味もお持ちのようです

は、入会する前に外国の

時間銀行(道路掃除や

図書館の蔵書整理等々ボランティアした時間を貯金

して、その時間相当のボランティアを受けられるシス

テム)の特集をテレビで見たり、九州の地域通貨の

記事を週刊誌で読んだりして、｢上田にもこういうグ

ループが欲しいなあ｣と思っていた時に“ま～ゆ„の

設立を知って即入会したそうです。

しかし当時は帰宅が深夜2時になったこともあったく

らいの激務で、なかなか活動に参加できなかったの

ですが、最近はミステリーツアーや餅つきなどとても

楽しく参加しているそうです。

｢定年退職したら他の行事にもどんどん参加したい

し、何よりも何か誰かのお役に立ちたい。“遠くの

親戚より近くのま～ゆ„(バクチャンの造語らしい)を

モットーに“ま～ゆ„をたくさん貯めて、老後に備え

たい。」「年々年を取っていくので、もしも長く欠席し

ていたら一声かけてください。去る者は追ってくださ

い。」とおっしゃるバクチャンでした。

杉崎友子 記

教職という職業

趣味の陶芸

克己さんという名前

ま～ゆについて
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つかわなソンソン！いろんな寺子屋やりましょう
生活の知恵、人生の知恵、仕事の知恵、天性の知恵・・・「えっ～！そんな事

できるの～」 なんて人それぞれ自前のちょっとした知恵をもっています。

そんなちょっとした知恵をみんなで拝借してしまう「ま～ゆ寺子屋・つかわ

なソンソン 企画」を提案します。「つかわなソンソン企画」は何でも有りの楽

しい寺子屋です。

例えば・・・

● 「音痴の音痴による音痴のための合唱団」・・・自薦他薦の音痴人が気持ちよく

唄うための音痴矯正の音楽プロジェクトです。既に有力（？）なメンバーが

参集しつつあります。音楽達者なま～ゆ人の強力な助っ人で、年末には堂々

と「美声」を披露できるかも。

● 「方向音痴を直したい企画」・・・行きはよいよい帰りは怖い・・・。方向音痴が

ひどくて、なかなか一人歩きや、初めてのところへ足を向けられなくて弱っ

ている人がいます。そんな「方向音痴人」のための企画です。受講希望者は

いますが、知恵ものの講師役が見あたりません。例えば若いときからオリエ

ンテーリングは得意だった・・・とか、山路に迷ったことがない・・・等の

人いませんか！フィールドワークは楽しそうです。

● 「MAP・地図の見方をマスターしたい！企画」・・・上記と似たような企画ですが、

案外に地図の見方が分からない、地図が頭に描けない・・・等の不安を抱え

る人が多い様です。地図の見方のポイントをどなたか紹介してください。

やはりこの テーマもフィールドワークは楽しそうです。

● 「マンガを描こう！企画」・・・気楽に洒脱にマンガを描こう！企画です。下手は

下手なりに上手は上手なりに味わいがあって楽しいマンガを描きましょう。

例えば自画像マンガなどは、とても奥深くて面白いですよ。

ま～ゆ人の洋々たる知恵の海
直ぐにできる企画や諸々と準備が必要な企画など、もちろんいろいろあります。

しかし大前提は「ま～ゆ人の洋々たる知恵の海」を活用すること。「本で頭から

勉強するより手軽でいいや！」のレベルでも、もちろん OK。つかわなソンソン！

の心意気でどんどん提案しましょう！



草ぼうぼうの中､汗まみれで、

はいつくばっての作業。

｢やっただけのことはあるもんだねー｣

｢いい豆が採れたらうれしいね｣
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ま
め
畑
に
て

№
195

ゆ
り
ち
ゃ
ん
（
荒
井
百
合
子
）

今
年
、
ま
～
ゆ
の
味
噌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
初
め
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

本
来
は
、
春
の
土
作
り
か
ら
参
加
す
る
べ
き
と
こ
ろ
、
私
は
草
取
り
か
ら
し
か
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
地
は
、
予
想
よ
り
は
る
か
に
畑
は
広
く
、
近
づ
く
と
、
青
々
と
繁
っ
て
い
ま
し
た
。

手
前
の
畑
は
、
豆
の
木
と
雑
草
の
比
率
は
ほ
ぼ
五
対
五
。

奥
の
地
は
、
豆
の
木
が
三
・
雑
草
が
七
と
、
豆
の
木
は
雑
草
に
埋
も
れ
て
い
て
、
ど
こ
に
有
る
の
か
分
ら
な
い

状
態
で
し
た
。

こ
れ
が
、
き
れ
い
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
か
な
～
・
・
・
想
像
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
場
所
で
草
取
り
開
始
。

う
ね

1

列
が
な
が
～
い
。

隣
に
作
業
し
て
い
た
都
々
平
さ
ん
と
世
間
話
を
し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
が
、
な
か
な
か
一
列
の
半
分
ま
で
も

た
ど
り
つ
か
ず
、
雑
草
の
手
強
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

途
中
か
ら
、
ミ
ー
す
け
さ
ん
や
、
ご
ん
べ
え
さ
ん
達
が
畝
の
間
を
鍬
で
起
こ
し
て
く
れ
、
作
業
は
一
段
と
楽
に
な
り
ま
し
た
。

（
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
ま
～
ゆ
の
助
け
合
い
の
精
神
が
あ
り
）

作
業
は
二
時
間
で
予
定
し
た
と

こ
ろ
が
終
了
し
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
た
豆
畑
を
振
り

返
る
と
豆
も
さ
っ
き
よ
り
は
元
気

そ
う
。（
自
然
に
笑
顔
）

今
年
、
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
味

噌
も
、
昨
年
、
皆
さ
ん
の
手
で
大
切

に
育
て
ら
れ
た
豆
か
ら
、
出
来
た
も

の
な
の
か
と
思
う
と
、
き
っ
と
、
最

高
の
味
噌
が
で
き
る
と
い
ま
か
ら
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●一級建築士事務所

●地元産木材を使ったローコスト環境住宅の設計

料の５％まで「ま～ゆ」が使えます。

上田市御所274

℡0268-28-7532
http://www6.ueda.ne.jp/~toshiken/

甲田はきもの店 №39甲田

●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272
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都々平の ま～ゆな日記
2007年12月2日

まにゃー体を使う仕事も気持ちいいものだ。初体験の“大豆の脱穀”は埃よけのゴーグルの用意は

的中したもののマスクをかけなかったのは失敗だった。

皆それぞれに精力的に役割を自動的に振り分けていく“ま～ゆ方式”が ここでも見事に発揮されて、実

に心地いい。慣れない仕事なので体力を消耗したが……。

総会が過ぎてから､その後の雑多な仕事(記念誌を売り捌くためのあれこれもあって)に毎日｢くたびれた

ー｣と言っていながらも体力が維持していられるのはこういう空気に浸っているからに違いなかろう。

12月15日

つきについて人それぞれにさまざまなご意見を出してくれる。｢餅つきはイベント､その日に食べ

る分だけでいい｣｢正月用の餅を抜きにしたら意義がない｣｢自分が搗ける分だけに注文を絞った

ら？｣等々。考え方に違いがあるのは面白いけれど､それを摺り合わせて“落としどころ”を見つけないこ

とにはどうにもならない。

ごんべえさんのように｢ひとのために汗を流すのが心地いい｣人ばかりならメデタシだが、対極の人も

無きにしも非ず。みんなが気持ちよく力を出し合って今年を締めくくるにふさわしい“餅つき大会„を成功

させたいものだ。

12月２３日

すごい、40人を超えた参加者で文字通り盛大な“餅つき大会”だった。幸い搗き手が揃ったので50臼も

の大量を午前中にこなしてしまったが､｢終わりよければ全てよし｣でいいのかどうか？

もしも雪でも降ったら参加者が減って､へとへとになったかもしれない。｢もしも｣を想定して無理が掛か

らないよう、ほどほどにしておくべきではないだろうか。

2007年2月16日･17日

々 マスコミに登場することでま～ゆの知名度は上がってきているようだが､イマイチの感は否め

ない。

初参加の文化創造祭は大変大勢の方々と接することが出来て成功だったと思う。

同室の“自然と親しむ会”の展示に関心持っての来場者もあったので､ま～ゆのPR にどの程度貢献した

か測り知れないが､ま～ゆ活動の展示やチラシと記念誌(3 日間で 15 冊売り上げた)を説明の材料に、市民

と直接ふれあうことによって、より深い理解をもってもらう効果を挙げた気がする。

ただし、｢感性が合わない人｣と決め付けてはいけないだろうが､地域通貨の理念を話せば話すほど迷宮に

はまっていく人があって､自分自身を磨く必要も痛感した。

5月5日

井寺の山火事で｢大丈夫？｣と電話を掛けてくださったのはオール“ま～ゆの人”だった。｢遠くの

親戚より近くのま～ゆ｣の新諺(?)は現実感を帯びてきた。

3～5年前までは全く知らなかった人たちと20年も30年も前から付き合っているような仲になってしま

ったのは､“奇跡”と表現するに価すると思う。｢もしもま～ゆが無かったら？｣俺ってどんな老後を送って

いるのだろう？そんな恐ろしいことは考えたくない。

ち水大作戦”(うえだ環境市民会議主催)に作務衣と下駄履き

でカッコツケテ上田駅前に出向いてみたら､なんと｢涼しくて､

雨も降りそうだから中止｣ときた。ヒデさんとにゃんこ先生もバケツを手

に現れ､２人３人と集まってきたので､｢少し日が差してきたので折角だ

からやりませんか？｣と言ったら市職員の返事は｢市長に怒られてしま

う｣だった。

ま～ゆなら どうだろう。雨が落ちてこない限り“断行”したに違いな

い。

おとといの夏まつりでは会場を貸してくださる吉崎さんが空模様に

ヤキモキしておられたのに、会員の誰もそんな心配なし｢降ったら傘差せばいい｣とカエルの面を決め込ん

でいたくらいだったから。

どだい、たった１日だけのパフォーマンスに意義があるのかどうか？誰のために､何のために？がなおの

こと分からなくなった。

た

餅

度

平

“打
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ま～ゆ入会申込書に記入された｢何でもメッセージ｣を、

これまで お蔵入りにしていたことをお詫びして、まと

めて掲載します。

出身は熊本（夫は青森出身です）上田に住んで１４年目です。上田の町

をもっと好きになる為に町なかが活性化されることを、願っています。

№215つゆくさこと山内春美

私にとって生きる事は『楽しむ

事』であり、それは『感動する事』

でもあります。一人でも多くの人

から『ありがとう』と、言ってもら

える様楽しく頑張りますので、宜

しくお願いします。

№200ヒマこと雪入憲生

現在介護中で社会とのかかわりがとれにくいため、ここに参加した

いと思いました。よろしくお願いします。会報を読ませて頂き趣旨

に共感しました。

№187並木ふみ子

回帰すること・循環すること・共

生すること・対話すること・そし

て、上田らしさを発見すること

が、大切かな！

№６鬼太郎こと田中敏夫

＊東信レクリェーション協会メンバー＊独身

＊おじゃるです。遊ぶの大好き、特にちびっ子と よく遊んでいると同化

（童化）してしまうおじゃるですが宜しく

№94おじゃること秦健二

これまで自分の出来る事を修業して来ました。かなり本格的なレベルになったと自負

しています。ご気軽にお申し付け下さい。

田んぼプロジェクトも地元の方々との交流進み作付けも大幅に増えそうです。

夢ははてしなく広がって行きます。

№２ごんべえこと中島邦夫

本業は水道工事業

です。

学校は、農業大学校

を出ました。

№74ワビこと我孫子

たくさんの素敵な出会いが、ありそうな「蚕都くらぶ・ま～ゆ」の

お仲間に入れていただきました。どうぞ宜しくお願いします。

色々教えてくださいね。

ニックネームの由来はご想像におまかせします。

№202おまかせこと倉島やよい

ま～ゆの人達と触れるとストレス解

消になって楽しいので、ま～ゆ市が

とても楽しみです。

№33Ayaこと我孫子文子

人見知りする性格なので、いつも居るか居ない

か分からない様な存在でありたいと思っていま

すのでよろしくお願いします。

№167トカチャンこと戸叶弘

笠原工業（株）の「まゆ蔵」が消滅しようとしています。

まちづくりの人たちの自由な広場として使えないかなと考えて

います。

皆さんいろいろご意見を・・・・！

№56まほろばこと斎藤孝

街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57中澤

●ご利用金額の10%まで「ま～ゆ」をお使いくださ

い

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718

荒井ハリ治療室 №194まめちゃん(荒井）

●まめちゃんの健康相談室

体の構造とルールに照らし合わせて、あなたの
体のことを考えてみましょう。

●相談には500ま～ゆをお使いください。

●治療にはま～ゆを25％使えます。

●予約は電話で。

上田市踏入 2－15－10

℡0268-24-5627



11月初旬を予定
紅葉の様子に合わせて決めます

※ 詳細はハガキ通信と

ＭＬでお知らせします

編集後記の欄を拝借して

今年の夏は､7月は雨降りで予定が狂わされ､8月は

ものすごい暑さに悩まされ、地球温暖化が次第に大波と

なってくる恐れを感じたのは私だけではないと思いま

す。

政治家の数々の悪行や､企業の不祥事、そして毎日

のように起きている凶悪犯罪。さらに、先行きの知れな

い生活必需品の高騰や税金等の上昇に、言い知れぬ

不安と不満を抱く人は少なくないでしょう。

こんな時代に｢私たちはどうしたらいいのでしょう？｣

モノとカネが全てのように飼い慣らされてきた私たちが、

価値観を変える事によって（地域通貨が救世主になると

まではいえませんが）ほんの少しでも“幸せの階段„ を

上れるようになる気がします。

誕生から6年.。“ま～ゆが„｢ふれあい路線｣から 一歩

踏み込んで、7年目は何か行動を起す時ではないでしょ

うか。都々平の寝言が正夢になることを期待していま

す。

会場は 寿限無

9 月 26 日(水)

10 月 23 日(火)

7 時から

11 月18 日(日) 総会と

ま～ゆまつり
会場は、市民プラザ･ゆう
時間は、午前１０時～午後３時

(予定に組み込んでおきましょう)

これから張り切って企画を立てます。

盛り上がるアイディアを募集中 ! 。

ま～ゆ田んぼの稲刈り
9月30日(日) 9時から12時位

持ち物 稲刈り鎌、

長靴（ぬかるんでいる場合）

飲み物、おやつ

昼食は希望者だけ

脱 穀
10月2日（火）1時から

持ち物 おやつ、飲み物

※ ともに空模様によっては変更があります。

須川プロジェクト

代 表 安 井 啓 子

ま～ゆ連絡先 前 田 光 俊

〒386-0041上田市秋和 503-6
TEL 27-1230

ホームページ （検索エンジンで地域通貨 ま～ゆ を開いてく

ださい）

七田チャイルドアカデミー上田教室 №11竹田

●体験レッスンの20％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

上田市中之条101-1利幸第2ビル201号

℡23-2952


